
　公立学校共済組合岡山支部長　殿

　　　　　か月間

毎月猶予額計　　ａ
（②×①）

日

（注２）全ての貸付償還額が対象です。（空白可）

ただし、申出書の提出が遅くなった場合、猶予開始月は申出のあった翌月からとする。（猶予期間）

所 属 所 名

毎月償還額　②

ボーナス償還額　③

育 児 休 業 ３． 介 護 休 業

所 属 所 長 名

　上記の記載は、事実に相違ないことを証明します。

令和

３

記

電 話 番 号 （　　　　　　　）　　　　　　　-

住宅等の被災 ２．

　公立学校共済組合貸付規程第17条の規定に基づいて、償還の猶予を申し出ます。償還猶予総額については、

猶予期間の範囲内で給与から定期償還と併せて均等額で返済します。（注１）

１．

猶予事由［○で囲む］

再　　鑑 審　　　査

償 還 猶 予 申 出 書

申 出 人 住 所

組合員証番号

休業期間

申 出 人 氏 名

一般 ・ 住宅 ・ 住宅災害 ・ 介護構造 ・ 教育 ・ 災害 ・ 医療 ・ 結婚 ・ 葬祭

）（

疾病などによる無給休職

年

償還猶予総額（a+b）

　円　

　円　

（注１）猶予総額を一括返済、または、二回分割での返済を希望する場合、その旨申出願います。

　円　

　円　猶予額

月

①

１

年 月 日

４．

２ 年

貸付種別
（○をつける）

（注２）

　円　

日～ 月

借受中の全貸付

ボーナス猶予額計　　ｂ
（③×①の対象回数）

印
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　公立学校共済組合岡山支部長　殿

再　　鑑 審　　　査

償 還 猶 予 申 出 書

申 出 人 住 所 ○○市○○町○－○

４． 疾病などによる無給休職

申 出 人 氏 名 貸村　花子

電 話 番 号 （○○○　　）○○○○　　-　○○○○

組合員証番号 A○○○○○

　公立学校共済組合貸付規程第17条の規定に基づいて、償還の猶予を申し出ます。償還猶予総額については、

猶予期間の範囲内で給与から定期償還と併せて均等額で返済します。（注１）

記

１ 猶予事由［○で囲む］

１． 住宅等の被災 ２． 育 児 休 業 ３． 介 護 休 業

年 3 月 31日 　１３　　か月間年

（猶予期間） ただし、申出書の提出が遅くなった場合、猶予開始月は申出のあった翌月からとする。

～ 令和　○ 日 （ ） ①

３ 借受中の全貸付

3 月 15

毎月償還額　② ３９，６２３　円　

２ 休業期間 令和　○

○○

１３１，１４０　円　
ボーナス猶予額計　　ｂ
（③×①の対象回数）

償還猶予総額（a+b） ７７７，３７９　円　

　上記の記載は、事実に相違ないことを証明します。

猶予額

日○○

貸付種別
（○をつける）

（注２）

毎月猶予額計　　ａ
（②×①）

５１５，０９９　円　

ボーナス償還額　③ ２６２，２８０　円　

一般 ・ 住宅 ・ 住宅災害 ・ 介護構造 ・ 教育 ・ 災害 ・ 医療 ・ 結婚 ・ 葬祭

所 属 所 名 △△市立○○学校

所 属 所 長 名 校長　○○　○○

（注１）猶予総額を一括返済、または、二回分割での返済を希望する場合、その旨申出願います。

令和 ○○年

（注２）全ての貸付償還額が対象です。（空白可）

月

印
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猶予希望月の前月25日までに岡山支部へ提出。
ただし、４月、１２月は２０日とする。

組
合
員
本
人
が
記
入
す
る

所
属
所
が
証
明
す
る

△
△
市

立
○
○

学
校
長

印

（事例）
休業期間（猶予期間）： １３ヶ月
一般貸付：毎月償還額 17,800円、ボーナス償還額 0円
住宅貸付：毎月償還額 21,823円、ボーナス償還額 131,140円 の場合
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